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 要 旨   

目的：現在進行中の COVID-19パンデミックは、物質使用障害のようなハイリスクグループに与

える影響は甚大なものになると予想され、世界中の多くの専門家によって早くから懸念が提起

されている。COVID-19 危機に伴う心理社会的な苦痛、経済的な不安、生理学的問題は、この群

の患者にとって特に困難なものとなる可能性がある。 

 

方法：本研究では、パンデミックの初期段階において、アルコール使用障害（AUD）患者の臨床

サンプルからデータを収集した。COVID-19に関連する様々な要因（生理学的、心理社会的、経

済的、その他）が患者の生活に与える影響を評価した。アルコール消費量、渇望、および潜在的

な心的外傷後ストレス障害（PTSD）症状を異なる尺度で評価し、それらの関連性を分析した。

さらに、断酒継続群（N＝37）、再発群（N＝41）、飲酒行動に変化なしの群（サブグループ、N＝

49）の群間で、これらの尺度の違いを調べた。社会人口統計学的因子および COVID-19因子が（断

酒と比較して）再発に及ぼす影響を、二値ロジスティック回帰分析を用いて評価した。 

 

結果：その結果、AUD のアルコール消費量、渇望、PTSD 症状の間には、それぞれ期待された正

の関連性が確認された。さらに群ごとの比較では、断酒している患者は 3 つの尺度すべてにお

いて有意に低いレベルであった。PTSDスコアは全般的に低かったが、8％の参加者が PTSDのリ

スクを抱えていることが判明した。二値ロジスティック回帰分析の結果、心理社会的 COVID-19

因子（孤立、不安、抑うつなど）の存在と独居が再発の 2大危険因子であることが示された。 

 

結論：実際の患者のデータに基づいて得られた知見は、パンデミックが AUD 患者に及ぼすと予

想される負の影響を支持するものである。再発に関する結果では、心理社会的な COVID-19要因

と社会的孤立が AUD 患者にとって特にハイリスクであることが強調されており、経済的および

生理学的な健康面は再発にあまり影響しないようであった。今回の結果は、パンデミックの初

期段階を反映したものであり、長期的な展開を注視する必要がある。 

 


